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 研究課題の総合的な評価  

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 期待以上の研究の進展があった 

○ Ａ 期待どおり研究が進展した 

 Ｂ 期待したほどではなかったが一応の進展があった 

 Ｃ 十分な進展があったとは言い難い 

 
 評価意見 

融合型並列計算機、FIRST を計画どおり開発制作し、これを用いた第一世代天体の形成の

研究も順調に進展した。特に高解像輻射流体シミュレーションによってジーンズ質量以下の

複数の密度ピークが生成されることを示したことは、従来の常識を越えるものとして興味深

い。また計算機科学においても、新たなタイプの計算機の有効性を実証し貢献している。 

既に、第一世代天体の形成シミュレーションのほか、球状星団の形成、銀河団の合体など

多様な天体物理学への利用が進められているが、大きな研究費を投入して制作した計算機で

あり、今後も天文学・天体物理学において国際的に高い評価を受ける成果を出すことが強く

求められる。 

 

 


